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外部講師を利用したがん教育の実践
～３ＳＴＥＰ授業～

2026年 1月 9日
ピンクリボンアドバイザーがん教育認定講師

千葉県がんピアサポーター（６期）
市川市立第二中学校 教諭

小林 靖子（こばやし やすこ）

本時の内容

①市川市がん教育推進校（二中）での取り組み

②今年度の外部講師を利用した授業内容

③生徒の変容と見込まれる効果
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二中での取り組み

①外部講師によるがん教育授業
・ピンクリボンアドバイザー講師
・小林によるがんサバイバー体験記
・東京歯科大学市川総合病院 がん専門看護師
・千葉県立がんセンター医師 音楽療育について
・teal blue japanコラボ授業

一般社団法人シンクパール

二中での取り組み

②検診啓発活動（健康委員会）

● ３月～７月 がん検診啓発ポスターの掲示
（近隣の商業施設等）

● ４月 学区自治体の回覧板にがん検診
啓発チラシを入れる

● ６月 がん検診の呼びかけとがん研究
研究費の募金活動

③全校集会での発表
● ７月 ヘアドネーション経験生徒による発表
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・回覧板チラシ・ポスター

・ヘアドネーション
発表（全校集会）

・横断幕
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R二中での取り組み

④がん教育の分掌を設置（１学年１人健康委員会担当）

⑤教科・単元との連携
学年 教科 時数 単元 内容 担当者 場所 

２年 保健

体育 

１ 健康な生活と病気の予防 ・がんの発生と予防 体育 T 教室 

家庭科 ２ 私たちの消費生活と環境 

 

私たちの食生活 

・社会保障や保険の 

すごろくやかるた 

・がん患者の食事 

家庭科 T 

栄養 T 

教室 

特活 

or

道徳 

１ ３－１生命尊重 

４－２思いやり 

・がん患者の経験談 小林 or 

外部講師 

がん経験者 

教室 

体育館 

理科 １ 動物の体のつくりと働き ・細胞のつくりと 

はたらき 

理科 T 教室 

ｷｬﾘｱ 

or

道徳 

２ 仕事分担シミレーションシート 

２－（６）,４－（５）（６） 

・家庭内の仕事を知り、

自分の役割を考える 

担任 T 教室 

３年 理科 １ 生命のつながり ・細胞分裂 理科 T 教室 

社会 １ 財政と国民の福祉 ・社会保障制度に 

ついて詳しく学ぶ 

 

社会 T 教室 

未定 音楽 １ 「音楽と生活」 ・音楽療法について 音楽 T 音楽室 

 

①保健体育「単元：健康な生活と病気の予防
内容：がんの発生と予防」

↓
②がん教育講演会（医療従事者）
  千葉県がんセンター 副病院長 鍋谷先生
↓
③がん経験者体験記 （養護・坂井、教諭・小林）

授業道徳ローテーションに組み込み（後期）
↓
各教科単元と連携へ
例：家庭科
「単元：私たちの食生活・がん患者の食事・家庭の役割」

内容：がんかるたや家事調べ

がん教育3STEP 授業
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がん教育によって見込まれる効果①

①正しいがんの知識を身につけられる
●インターネットは間違った情報もある
●「知らない」⇒恐怖や不安になる

②がんサバイバーのいる生徒や保護者が相談
しやすい環境ができる
●生徒や保護者からの相談が増えた
●言わないけれど、悩んでいる人は多い

③「痛み・苦しみなく生きている今」に感謝できる
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④今後の生き方を考え、目標を持ちやすくなる

⑤「もしも…」を考え、いざという時に備えられる
●外部講師との関わりで医療が近くなる
●シミレーションすることで、自分のやるべき事
を整理しておくことができる
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⑦子宮頸がんワクチンについて知る
●男性も接種することができる
●目的・効果・副作用を理解・納得して受けることが大切

⑥市川市のがん検診率UP
●早期発見⇒「がん」で親を失う生徒を減らせる
●早ければ５年後には検診対象年齢に！！
●熊谷市では、がん教育を実施してから検診率UP

メッセージカード

健康や命の大切さ、がん検診のこと・・・
今日学んだことをカードに記入して、
家族や大切な人に伝えよう。
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がん教育を進める上で気を付けていること

①校内職員への周知と理解

②外部講師との打ち合わせ時間の確保

③児童・生徒・保護者への配慮

④医療知識の習得とアップデート
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